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岡山県立倉敷商業高等学校同窓会
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祝　第67回  近畿支部定時総会
令和7年7月6日（日） 11時受付  なんば道頓堀ホテル

岡山県立倉敷商業高等学校
校 長　　西  山　正  宏

　

近
畿
支
部
の
皆
様
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
支
部
総
会
を
７

月
６
日
11
時
か
ら
、
大
阪
難
波
の

道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

前
年
、
も
う
少
し
涼
し
い
季
節

に
総
会
開
催
を
と
、
提
案
し
た
も

令
和
７
年
７
月
６
日

支
部
定
期
総
会
を
開
催

支
部
長
　
渡
邉  

郁
夫

　　
野
球  

怒
濤
の
攻
め
で
優
勝
を
勝
ち
取
る

　

野
球
は
、
４
月
26
日
か
ら
、
春
の
県
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

母
校
倉
商
は
、
２
回
戦
対
東
岡
山
工
業
10
―
０
、
三
回
戦
、
岡
商

付
属
高
と
は
延
長
10
回
５
―
２
で
勝
利
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
岡

山
東
商
と
戦
い
、
２
―
０
で
勝
利
し
た
。

　

決
勝
は
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、５
月
３
日
、創
志
学
園
と

戦
い
、17
―
１
で
大
勝
し
た
。
倉
商
は
１
回
表
、四
番
村
本
の
２
打

席
連
続
タ
イ
ム
リ
ー
な
ど
、
７
安
打
を
集
中
さ
せ
、
相
手
守
備
の

乱
れ
も
重
な
り
、一
挙
11
得
点
、２
年
連
続
10
度
目
の
優
勝
を
飾
っ

た
。
決
勝
戦
で
は
、思
わ
ぬ
大
差
と
な
っ
た
が
、最
後
ま
で
、
気
を

緩
め
ず
、ス
ク
イ
ズ
な
ど
小
技
を
絡
め
、勝
利
を
手
に
し
た
。

　

５
月
31
日
か
ら
、
同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
の
中
国
大
会
で
は
、

初
戦
、
母
校
倉
商
は
鳥
取
城
北
、
準
優
勝
創
志
学
園
は
南
陽
工
業

（
山
口
）、
岡
山
東
商
は
英
数
学
館
（
広
島
）、
光
南
は
矢
上
（
島

根
）
と
対
戦
す
る
。
大
勝
利
に
驕
る
こ
と
な
く
、
危
機
に
も
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
臨
ん
で
欲
し
い
。

の
の
、
代
案
を
模
索
し
ま
し
た

が
、
か
な
か
な
適
当
な
時
期
と
場

所
を
選
択
で
き
ず
、
前
回
同
様
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
昭
和
百
年

　

現
在
で
は
国
民
の
約
７
割
が
昭

和
生
ま
れ
、
約
３
割
が
平
成
以
降

の
生
ま
れ
と
な
り
、
昭
和
を
知
ら

な
い
世
代
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
と
い
う
時
代
は
、
世
界
恐

慌
に
始
ま
り
、
世
界
大
戦
が
あ

り
、
敗
戦
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度

経
済
成
長
、
一
方
、
公
害
禍
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
、
ド
ル
シ
ョ
ッ

ク
、
そ
し
て
バ
ブ
ル
景
気
、
そ
の

後
の
調
整
局
面
で
現
れ
た
経
済
成

長
の
な
い
時
代
「
失
わ
れ
た
30

年
」
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

世
界
的
ま
ん
延
、
そ
し
て
現
在
。

　

そ
の
間
、
テ
レ
ビ
、
新
幹
線
、

自
動
車
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
機
、
海
外
旅

行
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
な
ど
、

そ
れ
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
生
成
Ａ
Ｉ
な

ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展

と
、
人
間
の
欲
望
が
新
た
な
商
品

を
生
み
続
け
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク

　

４
月
に
入
り
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
が
打
ち
出
し
た
強
硬
な
関
税

政
策
が
、
世
界
中
に
激
震
を
走
ら

せ
て
い
ま
す
。
日
本
は
輸
出
額
の

約
２
割
を
米
国
が
占
め
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
「
こ
れ
ま
で

米
国
は
各
国
か
ら
搾
取
さ
れ
て
き

た
」
と
、
高
相
互
関
税
策
を
発

動
。
自
由
貿
易
が
発
展
に
つ
な
が

る
と
の
大
前
提
を
否
定
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
世
界
経
済
の
萎
縮
見
通

し
な
ど
先
行
き
不
透
明
感
か
ら
、

世
界
中
が
不
安
視
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
協
力
を

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
秋

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
同
窓
生
の
皆

さ
ま
の
相
互
の
親
睦
・
交
流
の
場

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
母
校
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
役
員
一
同

が
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

支
部
の
課
題
は
ご
承
知
の
通

り
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
い

か
に
し
て
、
新
規
加
入
者
の
総
会
へ

の
出
席
を
図
っ
て
い
く
か
で
あ
り
ま

す
。
今
回
同
窓
会
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
近
畿
支
部
総
会
の
案
内
を
掲
出

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
支
部
総
会
で
再
会

し
ま
し
ょ
う
。
（
写
真
は
昨
年
）
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令和 7年度
倉商同窓会近畿支部役員（案）

期 役　名 氏　名

30 支 部 長 渡邉　郁夫

30 副支部長 津組　仁志

30 副支部長 宮部　義浩

31 副支部長 三宅　範三

26 幹　 事 守安　　恵

44 幹　 事 太田　雅美

60 幹　 事 木下麻理子

65 幹　 事 須磨　裕太

65 幹　 事 今村　祐輔

24 監　 事 岩倉　一二

8 顧　 問 加地　久之

13 顧　 問 山上　洋吾

15 顧　 問 大山　博康

15 顧　 問 古川　國久

令和 7年度 収支予算（案）（令和 7 年 4 月1日〜令和 8 年 3 月31日）
単位：円

収入の部 前期実績 予　算 支出の部 前期実績 予　算

前 期 繰 越 金 1,103,364 1,103,364 会 議 費 14,374 20,000

年 会 費 141,000 140,000 総 会 費 260,521 280,000

賛 助 金 129,000 130,000 交 通 費 34,000 50,000

広 告 賛 助 金 140,000 140,000 事 務 費 3,476 5,000

総 会 会 費 115,000 130,000 会 報 発 行 費 238,223 250,000

本部より支部助成金 100,000 100,000 振 込 手 数 料 12,609 15,000

母校甲子園出場お祝 0 100,000

秋イベント費用 0 50,000

組 織 対 策 費 19,000 20,000

次 期 繰 越 金 1,146,161 953,364

合　　計 1,728,364 1,743,364 合　　計 1,728,364 1,743,364

令和 6年度 収支計算表（令和 6 年 4 月1日〜令和 7 年 3 月31日）
単位：円

収入の部 予　算 決　算 支出の部 予　算 決　算

前 期 繰 越 金 1,103,364 1,103,364 会 議 費 20,000 14,374

年 会 費 140,000 141,000 総 会 費 300,000 260,521

賛 助 金 149,000 129,000 通 信 費 10,000 0

広 告 賛 助 金 100,000 140,000 交 通 費 50,000 34,000

総 会 会 費 140,000 115,000 事 務 費 10,000 3,476

役 員 負 担 金 0 0 会 報 発 行 費 250,000 238,223

本部より支部助成金 100,000 100,000 交 際 費 10,000 0

振 込 手 数 料 15,000 12,609

母校甲子園出場お祝 100,000 0

部 活 動 賛 助 金 20,000 0

慶 弔 費 20,000 0

組 織 対 策 費 20,000 19,000

次 期 繰 越 金 907,364 1,146,161

合　計 1,732,364 1,728,364 合　　計 1,732,364 1,728,364

日本の地域医療を、もっと強く。
生命を守る人の環境づくり

代表取締役会長　古 川 國 久〈高15回〉

食事の時は　灘一

代表取締役　吉　本　　　巧 〈高11回〉

兵庫県西宮市浜町 13 番 10 号
TEL. 0798－34－1234
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「ぶっかけ ふるいち」 U－1 うどん天下一決定選  2年連続優勝

株式会社　ふ る い ち
代表取締役　古　市　了　一  〈高28回〉

倉 敷 市 阿 知 2 － 1 － 8
T E L  0 8 6 - 4 2 5 - 3 2 0 0
http://www.marubu.com

　

県
大
会
で
優
勝
と
準
優
勝

　
　
　
　
　

剣
道
部五反

田
　
大
心

　
始
め
て
全
国
大
会
へ

　

私
達
剣
道
部
は
男
女
と
も
に
、

全
国
大
会
出
場
を
ひ
と
つ
の
目
標

と
し
て
日
々
稽
古
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
が
県
予
選
で
敗
退
し

た
悔
し
い
姿
を
見
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
自
分
た
ち
は
必
ず
全
国
大

会
に
行
く
と
い
う
気
持
ち
を
よ
り

一
層
入
れ
て
県
大
会
に
臨
ん
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
１
月
の
県
大

会
で
は
日
頃
の
努
力
が
実
を
結

び
、
男
子
団
体
で
優
勝
し
、
女
子

団
体
で
準
優
勝
し
、
男
子
は
初
め

て
の
全
国
選
抜
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
３
月
の
中
国
新
人
大
会

で
は
男
女
と
も
に
団
体
で
準
優

勝
、
男
子
個
人
で
第
２
位
・
第
３

位
と
い
う
好
成
績
が
残
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
結
果

が
残
せ
た
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
く

部
員
全
員
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。

　
応
援
し
て
く
れ
た
お
礼
を

　

し
か
し
、
私
は
好
成
績
を
残
せ

た
こ
と
よ
り
、
先
生
方
や
倉
商
の

先
輩
方
、
保
護
者
の
方
々
に
少
し

で
も
恩
返
し
で
き
た
こ
と
が
心
か

ら
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

普
段
か
ら
先
生
方
に
は
「
た
だ

勝
利
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
剣

道
家
と
し
て
礼
儀
や
人
間
性
を
豊

か
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
導

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
が
好
成
績
を
残
せ
た
の

は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
し
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
更
に
高
い
と
こ
ろ
を
目

指
し
て
励
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
３
位
の
栄
誉

　
　
　
　
　

陸
上
競
技
部

秋
岡
　
里
緒

　

私
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
Ｕ
18
陸
上
競
技
大

会
の
走
高
跳
に
出
場
し
ま
し
た
。

高
校
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
た
た

め
、
全
国
大
会
は
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た
倉
敷
市
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
で
１
ｍ
65
㎝
を

跳
ぶ
事
が
で
き
全
国
大
会
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。

　
諦
め
な
い
気
持
ち

　

全
国
大
会
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
は
「
諦
め
な
い
こ
と
」
で
す
。

全
国
大
会
で
私
は
最
初
の
高
さ
以

外
全
て
３
回
目
で
ク
リ
ア
し
て
い

ま
す
。

　

他
の
人
が
ど
ん
ど
ん
跳
べ
て
い

く
中
で
１
回
目
、
２
回
目
と
跳
べ

ず
少
し
焦
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
絶
対
に
跳
べ
る
と

思
っ
て
思
い
切
っ
て
跳
ん
だ
３
回

目
で
ク
リ
ア
で
き
３
位
に
入
賞
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
追
い
込
ま
れ
て
も

　〝
平
常
心
〟

　

ど
ん
な
に
自
分
が
追
い
込
ま
れ

た
状
況
で
も
平
常
心
を
保
っ
て
諦

め
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
そ

れ
が
結
果
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



（4）第81号令和7年5月31日 きんき

万
博
に
行
っ
て
き
た渡

邊
　
郁
夫

　

並
ば
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
に

並
ん
で
い
る
、
飲
食
の
価
格
が
高

い
、
高
騰
し
た
建
設
費
は
誰
が
負

担
す
る
の
か
な
ど
、
様
々
な
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
情
報
が
ま
ん
延
す
る
な

か
、
４
月
13
日
開
幕
の
大
阪
・
関

西
万
博
に
４
月
28
日
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
大
阪
万
博
再
び

　

前
回
の
大
阪
万
博
は
、

１
９
７
０
年
。
月
の
石
、
月
面
着

陸
船
、
動
く
歩
道
、
人
間
洗
濯

機
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
フ
ォ
ン
、

太
陽
の
塔
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
55
年
前
の
万
博
を
知
っ
て

い
る
世
代
と
し
て
は
、
百
聞
は
一

見
に
如
か
ず
、
行
っ
て
み
よ
う
。

今
度
の
万
博
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
心

躍
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
心
臓
、
火
星
の

石
、
ミ
ラ
ブ
ル
の
人
間
洗
濯
機
、

25
年
後
の
自
分
の
ア
バ
タ
ー
、
そ

し
て
空
飛
ぶ
車
に
会
え
る
な
ど
、

各
パ
ビ
リ
オ
ン
の
目
玉
が
勢
ぞ
ろ

い
で
す
。

　
パ
ビ
リ
オ
ン
の
予
約

　

し
か
し
重
要
な
の
は
予
約
で

す
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の
予
約
サ
イ
ト

が
あ
り
ま
す
。
２
カ
月
前
抽
選
、

７
日
前
抽
選
で
も
、
す
べ
て
ハ
ズ

レ
。
そ
の
後
も
空
き
枠
予
約
も
、

希
望
以
外
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
１
つ

だ
け
予
約
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
日
入
場
後
、
空
き

枠
予
約
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
ス
マ
ホ
の
ア
ク
セ
ス
を
時
々

繰
り
返
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
入
場
時
、
パ
ビ
リ
オ
ン
予
約

入
場
時
に
見
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
画
面
コ
ピ
ー
を
用
意
し

て
お
く
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　

万
博
の
地
図
は
必
須
で
す
。

「
Ｘ
」
の@

t_tsuji

さ
ん
制
作
の

地
図
は
、
自
由
入
場
や
予
約
の
み

な
ど
入
場
の
要
領
や
ト
イ
レ
の
場

所
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は

　

各
国
の
食
事
も
万
博
な
ら
で
は

の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
食
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

て
、
待
ち
時
間
が
必
要
と
噂
を
聞

い
て
い
た
の
で
、
開
幕
前
か
ら
、

く
ら
寿
司
の
予
約
サ
イ
ト
を
見
ま

し
た
が
、
夜
ま
で
満
員
。
ベ
ト
ナ

ム
の
フ
ォ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

　

お
弁
当
な
ど
の
持
ち
込
み
で
済

ま
せ
る
の
も
、
コ
ン
ビ
ニ
（
４
カ

所
）
で
調
達
し
て
も
、
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
お
酒

の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
場
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

　

夕
方
、
イ
タ
リ
ア
館
の
上
の
レ

ス
ト
ラ
ン
は
夕
日
が
落
ち
る
時
間

帯
だ
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
行
く

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
の
パ
ビ
リ
オ
ン

　

午
後
４
時
以
降
、
学
生
が
帰
っ

た
の
か
少
し
空
い
た
か
な
と
思
わ

れ
る
時
間
、
イ
タ
リ
ア
館
に
２
時

間
待
ち
で
入
場
し
ま
し
た
。
写
真

の
ア
ト
ラ
ス
像
（
右
上
）
と
カ
ラ

バ
ッ
ジ
ョ
の
絵
画
、
ダ
・
ビ
ン
チ

の
素
描
を
見
る
と
、
待
っ
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

多
く
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
映
像
を

駆
使
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
る
な

か
、
イ
タ
リ
ア
館
の
約
２
千
年
前

の
大
理
石
の
彫
像
、
４
百
年
前
の

絵
画
の
迫
力
が
印
象
的
で
し
た
。

行
き
た
っ
か
た
パ
ビ
リ
オ
ン

◦
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア

◦
い
の
ち
の
未
来

◦
未
来
の
都
市

◦
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

　

夕
方
の
景
色
は
、
大
屋
根
リ
ン

グ
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
噴

水
、
ド
ロ
ー
ン
、
花
火
と
、
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

各
パ
ビ
リ
オ
ン
が
き
れ
い
で
す
。

　

何
だ
か
ん
だ
い
っ
て
も
、
大
阪

で
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

五
重
塔
の
工
事
現
場
に
て

渡
邊
　
郁
夫

　

興
福
寺
五
重
塔
の
創
建
は
天
平

の
御
代
７
３
０
年
光
明
皇
后
の
発

願
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
創
建
以

来
、
雷
や
兵
火
に
よ
る
火
災
に
見

舞
わ
れ
、
５
度
の
罹
災
と
再
建
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
建
物
は

１
４
２
６
年
建
造
で
す
。
塔
の
高

さ
は
、
約
51
ｍ
、
奈
良
県
内
で
１

番
の
高
さ
の
建
物
で
す
。
ち
な
み

に
２
番
目
は
東
大
寺
、
３
番
目
は

奈
良
県
庁
だ
そ
う
で
す
。

　

明
治
期
に
修
復
が
さ
れ
、

１
２
０
年
ぶ
り
と
な
る
保
存
修
理

工
事
と
し
て
、２
０
２
３
年
着
工
さ

れ
２
０
３
４
年
完
成
予
定
で
す
。

　

今
回
、
縁
あ
っ
て
工
事
現
場
の

見
学
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
の
概
要
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
相
輪
が
見
え
る
部
分
10
階

程
度
の
高
さ
ま
で
、
登
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
間
近
に
塔
の
一
部
が
見

え
る
状
態
で
、
ど
ん
ど
ん
上
ま
で

上
が
っ
て
い
け
て
、
迫
力
を
感
じ

興
奮
し
ま
し
た
。
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